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圏である。 MEM(E/K）を定義するためには、まず微分次数圏EM(E/K）を
定義する。 VをQ上の2次元ベクトル空間とする。 GL(V）の既約表現W1= 
Sym町 （V)R det(V)RPi, W2 = Symn2(V) R det(V）⑧P2を考える。このとき






HomkM(E/K)(W2, W3) R Hom~M(E/K)(W1, W2）→Homk+JJ(E/K)(W1, W3) 
が定義される。より正確にはこの写像はqu部 i-isomorphismな部分加群で取り
替えなければ定義されていないので、やや注意が必要である。この複体の積写像




→αltw ・ CHw(Ew × Ew）• αlt凹
→ αl九 ［cHw(Ew×Ew山 m付 alequivale吋αl九
三 Q
から complexの射w:HomiJM(E/K)(W1, W2）→Qが定まる。 W1チW2の時





列｛Mi｝促zと、 i< j ~こ対する次数i-j+l の射 dji ε Homi-i+1(Mi,Mi）の
組（｛Mi}ゎ｛dji}iくj）で






仇 r( = （.→叩／K)2→Bar(
を用いて捕らえることがで、きる。ここで
Bar(E/K）η ＝色町， .,VnElrr(GL(V）りRHomMEM(E/K）（凡－1，凡）R ・






























0 ExttEM(E/K)(Vo, Vi)R Vo 
二今 E~q =HP÷q(Bαγ（E/K)) 
このスペクトル系列のE1-termから次の噂像がえられる。
(1.2) d1 : V3* R Extlt EM(E/ K) （ち，巧） 0 ExtltEM(E/K）（円九） 0 Vi 
→庁舎Ext'i£EM(E/K）（九 V3)0 Vi 
スペクトル系列のEi-termは混合楕円モチ…フの淡中基本群の生成系の双対空
間であり、上の年像は生成系の交換しの聞の関係式を与える。
Ext~EM(E/K)(Q, V) = H~EM(E/K)(V) 
とおくと、
Ext~EM(E/K)(Vし九）＝部竹HomcL(2）（竹，VtR V3 ） φ H~EM(K，竹）
となるので（1.2）は











同に対して M1,1上のl進層 Vi(R1f*Q1）が定義される。このとき Hom層
の闘がicialGod偲 ientresolution G（互叫Vi(R1f*Zl）ヲ九日if*Zゅのglobal














Ext~ER(E/M1,1) (Vしら）口 H0ffiGL(2) (Vi，咋＠九） ®H~ （M1,1,et,Vi(R1 f*Q1)) 
と計算される。ここで H~ （） 誌 continuous etale cohomologyである。したがっ
てBαrMERのパー・スペクトル系列に閲する diはカップ積
H~ （M1,1,et, Vi(R1 f*Q1))) R H~ （M1,1,eわち（R1f*QL))) 






0 (n = O,p =even，三2)
H~ （M1,1,et, Symn(R1 f*Qt)(p)) '.: ~ 0 (n =odd之 1)。（n=even，三 2,pチη十1)
Ql (n =evenヲさ 2,p=n十 1)
2.2. Hodge実現苅を M = Mi1のコンパクトイヒとし δをその境界とす
る。 f:E→M Lこ対してrelativede Rham cohomology V ＝吟n(E/M）には
Gauss側Manin接続が入る。 Eの刃上のコンパクト化f:E→刃をとり Dを茸





に延投される。上のvにはrelativelogarithmic de Rharn cohornologyとしての
Hodge filtration Fがはいる。ν聞をvをS仰に制限した層とし、 V= R1 fan*Q 
とおくと、これはんらη上の罵務系となる。さらに自然な需型
comp: V⑧C::: Ker（ναη →n1α叫⑧Van)
が比較定理かち得られる。このとき VHg口 （V,V', F), V, comp）主る3つ題み




HomHg（内mn1(VHg)(p1), Sνmn2 (VHg)(p2)) 
＝（行om(Sym ni (V）訟は，Sym向（ν）（p2)),
行om(Symn1(V)(p1), Symn2 (V)(p2)), comp) 
もHodgetripleとなる。より一般に GL(V）の表現W に対しても豆od話etriple 
W(VHg）が定義され、合成
HomH9(W2(VH9), W3(VHg)) 0 HomH9(W1(VH9), W2(VH9)) 
→H OfiHg(W1 (VHg）ヲW3(VH9))
がん4上のHodgetripleの射として定義される。
Definition 2.3. WHg口｛｛高R,vラF),W討をM 上のHodgetripleとする。
(1) WHgのDelignecomplex Av(WHg）を
ベ（問内Ri堵岡山町））→I'GDR1ぷ時！MaJ]
で定義する。ここで DRは接続に対する deRham complex, Fはde
Rhαm com pl切に対する Hodgefiltration, GはGodementresolutionを
表す。
(2) Deligne cohomology Hfv(M, WHg）を
Hb(M, WH9) = Hi(Av(WH9)) 
によって定義する。これは、通常の定義と一致する。
simpleicial Godement resolutionの積構造と、 Alexander刷Whiteny積を用い
てW1Rlむ→ W3なる註odgetripleむ射があるとき、
Av(W1) 0 Av(W2）→Av(W3) 
主る等畿を得る。この積構造を舟いて、 Deligneバ…護持Bα匂 （E／んのが
Barv(E/M）η 































3. EICHLE品志村同盟と EISENS叩 INELEMENT 





H主（MヲS1B何十1)~ H~.叩p(Mヲ S:B(n 十 1))eQ 
H;usp(M, S.B(n + 1））③C:::.Sπ＋2 EB瓦石
なる分解がある。ここでSn十2は識さ n十2の保型尖点形式の空間でホッジタ









ri口 r(H,n主RQ[u, v]n), r0 = r(H, OHR Q[uグ］n)
一128
寺柚友秀 7 
にも SL(2,Z）がおから作用する。 Z1(Q[u,v]n)= Z1(SL(2,Z),Q[u,v]n）を
Q[u, v]n；こ鐘をもっSL(2,Z) 1-cocyleの空間とする。
zlJ = {(ezar, ean, es）ε（fl )SL(2,Z）φr0 EB Z1(Q[u,v]n) I 
dean = ezar, oean = es} 
ここで6註群のチェインに対する数分である。このとき次の命題が成立する。
命腿 3.1. (1) Z｝， →H},(M,S1H9（η＋ 1））なる全射が定義される。
(2) 
Ezar口（27ri)n+l仇+2(T}(TU＋υtdT 
Ean立（27ri)n÷1~ / (En十2（γ）-co)( Tu十v)ndT









cup product (2.1）における EnとEmの像を計算する。微分作用嬬写像
D ＝ 一三一一~ーとおき、写像ど 栓
δ包1δむ2 8u28む1 n 
Iふη ：Q[u1,v1]n R Q[u2, v2]m→Q[u,v］π＋m 2s: 
f(u1,v1)Rg（町，v2)f--+ D5(!. g) lu1=u2=u,v1=v2＝り
と定義すると SL(2）の表現としての写像となる。これを用いて
Hi:,(MラS1Hg（η十1)R Hi:,(M, Sf}9(m十 1))
H't(M, SH:9 R Sf}9（η十m+2))
五乙H't(M,S~~m-2s （η 十川＋ 2 -s)) 




ある。この鍾を議くのに realDeligne cohomology老用いるo Whgをんf上の




と定義する。 Delignecohomologyと同様に realDeligne cohomologyを
Hf,（ノレ｛，WHg)R = Hi(Av(WH9, R)) 
と定義する。このとき印然な準同型
Hf,(M, WH9）→Hf,(M, WHg)R 




時 （M ぅsk0(l+ 1 + s））⑧R ーと→Hi:>(M,Bk0(l + 2 + s))a 
"' (2官 i）一1 , 
なる同型を得る。さらに古典位相空間としての複蕪共役と複素係数の実係数上
の複素共役を用いて二l::-partを定義して、







J ilm（ψ（T)(uT + v)1dT) (s is even) 
r(f）口｛l Re（ψ（T)(uT ＋り）1dT) (s is odd) 
とする。このとき
λ粍，m,s(cp）ヤヤLγ恐♂－svm-s)= （γ｛ァ〉， ψ（J~，m(En U Em)) 
が成立する。ここで
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